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河川前川）に伴う発掘調在

2 0 I I 

岡山県教育委員会



序

総社平野をほぼ東西に流れる二級河川前川は、近年、農業用水路としての役割を

担っており、流域で進められている土地改良総合整備事業にあわせて早期の改修が

期待されています。

岡山県教育委員会ではこの広域基幹河川改修事業に関して、計画段階から埋蔵文

化財の保護・保存について協議を重ねてまいりました。その結果、事業の実施によ

って影響を受ける部分についてはやむを得ず記録保存の措置を講じてきました。

調骨対象となった山津田遺跡は前川の中流域にあります。近辺には全国第 9位の

規模を誇る全長286mの作山古墳をはじめとし、備中国分寺跡・国分尼寺跡やこう

もり塚古墳など数多くの遺跡・史跡があり、吉備中枢域を形成しています。山津田

遺跡はこうした吉備中枢域の一角に位置し、弥生時代から古墳時代の集落跡として

知られていました。

このたびの調府においても 3軒の竪穴住居を検出し、古墳時代前半を中心とする

集落を確認しました。竪穴住居からは初期須恵器を模倣して作られたと見られる土

師器が出土し、当地における渡来文化の広がりを考えていく上で注目できる成果を

あげることができました。また、特殊器台が出土するなど貴重な成果を得られまし

た。

本書が地域史研究の資料として、また文化財保護の一助として活用されることを

期待いたします。

最後に、発掘調府の実施や報告書作成に当たりましては、岡山県備中県民局、総

社市教育委員会等の関係各位、並びに地元住民の方々に御理解• 御協力を賜りまし

た。ここに厚くお礼申し上げます。

平成23年3月

岡山県古代吉備文化財センター

所 長児仁井克ー
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本書は、広域基幹河川改修事業（二級河川前川）に伴い、岡山県教育委員会が備中県民局建設部

の依頼を受け、岡山県古代吉備文化財センターが、平成22年度に調査を実施した山津田遺跡の発掘

調査報告書である。

山津田遺跡は岡山県総杜市上林807-1ほかに所在する。

剛が、全面調査は平成22年度に小嶋善邦• 和田が担当した。調査確認調査は平成20年度に和田

面積は確認調査が19rrl、全面調査が671rrlである。
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本書の作成は平成22年度に和田が岡山県古代吉備文化財センターにおいて実施した。

本書の執筆は島崎 東・小嶋•和田が分担し、文責は各項目あるいは遺構ごとの文末に明記した。

本書の編集は和田が担当した。

本書の作成にあたり、石材については岡山大学大学院自然科学研究科の鈴木茂之氏に鑑定• 同定

依頼して有益な御教示を受けた。記して厚くお礼申し上げる。

自然遺物に関する同定• 分析は下記の機関に委託した。

種実同定・放射性炭素年代測定 （株）パレオ・ラボ

本書の遺構写真は調査員が撮影したが、遺物写真の撮影にあたっては江尻泰幸氏の協力と援助を

得た。

10 本書に収載した遺構・遺物の図面・写真等は、岡山県古代吉備文化財センター

区西花尻1325-3) に保管している。

（岡山県岡山市北



凡例

1 本書に用いた高度値ば悔抜高である。

2 グリッド座標値は世界測地系に準拠しており、方位は平面直角座標系Vの座標北である。

3 報告書抄録に記載した経緯度は世界測地系に準拠している。

4 本書に掲載した遺構・遺物の縮尺は個々に明記してあるが、基本的には次のように統一している。

遺構

竪穴住居 (1/60) 土城 (1/30) 溝 (1/30)

遺物

土器 (1/4) 石器• 石製品 (1/2・1/3)

5 遺構配置図などにおける遺構名は、次のとおり省略している。

竪穴住居：竪 土城：土

6 本書の挿図番号、写真図版番号、表番号は、本書を通しての連番である。

7 遺物の掲載番号については、土器・陶磁器以外のものについては、材質にしたがって番号の前に

次の略号を附した。

石製品： S

8 掲載した土器のうち中軸線の両側に白抜ぎのあるものは、小片のため復元径が不確実なものであ

る。

9 本書記載の遺構図中の被熱範囲に付したトーンなどは、基本的に次のとおり統一している。

被熱・焼土面 炭 壁材痕跡

口 ＝ 
10 土層断面図、土器観察表などに用いた土色等は『新版標準土色帖』を参考にした。

11 本書に掲載した第 4図は国土地理院発行1/25,000「総杜東」「倉敷」を複製し、加筆したものである。

12 本書で用いた時代区分は、一般的な政治史区分に準拠し、それを補うために文化史区分、世紀を

併用している。
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第 1節発掘調査に至る経緯

第 1章 発掘調査および報告書作成の経緯と経過

第 1節発掘調査に至る経緯

前川は、総杜市山手大字西郡字樋の尻地内に源を発し、北流の後三須丘陵北辺を沿いながらやがて

東流して岡山市三手で足守川に合流する。

前川の河川改修計画は、昭和63年以降岡山県土木部河川課• 岡山県倉敷地方振興局建設部（現岡山

県備中県民局建設部）によって進められてぎた。また、予定地内の埋蔵文化財については岡山県教育

庁文化課（現文化財課）との協議のなかで対策が講じられ、平成元年以降は確認調査や発掘調査が総

杜市窪木の窪木薬師遺跡で実施されてぎた。

その後、文化財課は平成16年度になって総杜市上林から江崎にかけての予定工事区間の埋蔵文化財

の取り扱いを検討するため、倉敷地方振興局建設部と協議を再開した。これにより事業対象地内につ

いて文化財課は局と現地踏査を実施し、遺跡との位置関係を確認することとなった。踏査の結果、対

象地内は三須畠田遺跡・三須河原遺跡・美濃田遺跡に隣接し、山津田遺跡の範囲内に含まれることが

判明した。しかし、このうち三須畠田遺跡・三須河原遺跡・美濃田遺跡については、いずれもが対象

地が遺跡の外縁であったり、旧河道域であったりしたことから事業の迎行に合わせて随時立ち会い調

査を実施することで対応することとなった。立ち会い調査は、文化財課が平成16年11月-19年度まで

実施した。

一方、平成20年度以降の工事区間に存在する山津田遺跡については、昭和57年度に総杜市江崎地区

圃場整備事業にともなって総杜市教育委員会によって調査され、弥生時代前期から古墳時代の集落跡

の存在が判明した調査範囲に隣接することなどから、改めて確認調査をふまえて検討することとした。

確認調査は、平成20年11月10日-20日まで工事対

象となる丘陵斜面にT1から T4の計4本の調査区

を設定して実施した。

調査の結果、いずれの調査区でも表土層直下で地

山層に達した。ところが、 T2においてはその地山

層を切り込む状況で古墳時代中頃のものと思われる

遺構を検出した。この遺構は、最大幅2.9m・ 深さ

約50cmを測り、埋土中からは古墳時代の土師器・埴

輪片が出土した。狭い範囲の調査であるうえ西側半

分については後世の開墾等により元地形が著しく損

なわれていたことから断定はでぎないが、溝あるい

は土城の一部である可能性が考えられた。また、こ

の遺構からは弥生土器、特殊器台等も出土しており、

近辺に弥生時代の遺跡の広がりが想定された。また、

-1 -

第 1図遺跡位置図 (1/1,500,000)
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II 

第2図 確認調査トレンチ及び調査区配置図 (1/2,500)

2m 

1 褐灰色 (lOYR5/l)土（表土）

2 褐灰色 (lOYR4/l)土（弥生～古墳時代土器包含）

3 灰黄色 (lOYRS/2)土（木炭粒、弥生～古墳時代土器包含）

第3図 T2断面図 (1/80)

18.0m T 1、T3、T4では遺構の確

認はでぎなかったが、 T3では

弥生土器が出土しており、近辺

に同時期の遺構の広がる可能性

16.0m が考えられた。

15.0m 

こうした成果を基に文化財課

と備中県民局は協議を行い、平

成22年度にはその範囲内で発掘

調査を実施、記録保存の措置を

執ることとなった。

（島崎• 和田）

第2節 発掘調査および報告書作成の休制

平成20年度

岡山県教育委員会

教育長

岡山県教育庁

教育次長

門野八洲雄

岡野健一
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文化財課

課 長 三村修

参事 木山潤郎

参事 田村啓介

総括副参事（埋蔵文化財班長）光永真一



主任 小 嶋 善邦

主 事 平井利尚

岡山県古代吉備文化財センター

所長 藤川洋二

次 長（総務課長事務取扱）小林 勝

参事 岡田博

＜総務課＞

総括副参事（総務班長）

主 任

主 任

く調査第一課＞

課 長

総括副参事（第一班長）

主 任

主 事

平成22年度

岡山県教育委員会

教育長

岡山県教育庁

教育次長

若 林 一憲

福池光修

中島 刃、じヽ

中野雅美

字垣匡雅

渡邊恵里子

和田 剛

（確認調査担当）

門野八洲雄

増 本 好孝
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文化財課

課 長 田村啓介

参事 光永真一

総括副参事（埋蔵文化財班長）宇垣 匡雅

主任 米田克彦

主 事 一色武

岡山県古代吉備文化財センター

所長 児仁井克一

次 長（総務課長事務取扱）片山淳司

参事 中野雅美

＜総務課＞

総括副参事（総務班長）

主任

主任

主任

く調査第二課＞

課 長

総括主幹（第一班長）

主任

主 任

上田利弘

植木寿美子

越野 忍

行守智和

島崎 東

渡邊恵里子

小嶋善邦

（調査担当）

和田 剛

（調査・報告書担当）

第 3節 発掘調査および報告書作成の経過

(1)発掘調査の経過

平成22年 4月から調査員 2名により発掘調査を開始した。排土工程の都合から、調査区の北側を A

区、市道を挟んで調査区中央を B区、調査区南側を C区とし、調査を迎めることとした。調査は事前

の確認調査を実施することのでぎなかったA区部分を合わせた、遺跡全体の広がりと内容を再確認す

るため、各調査区でのトレンチ調査から開始した。その結果、 A区については近年のほ場整備により

地形の改変を受けていることが明らかとなった。また、 C区北側の谷部分も畑の開墾によると思われ

る地形の改変が顕著であり、遺跡の広がりは確認で

ぎなかった。一方、 B区と C区の丘陵上で弥生土器

や土師器が出土し、遺跡の広がりを想定でぎた。こ

うした成呆から B区と C区の南側を合わせた671rrl 

について重点的に調査を実施することとなった。 B

区 ・C区とも表土除去後に遺構の検出と掘り下げを

行い、随時作図・写真撮影等の記録化を進めた。ま

た、調査終盤にさしかかった 6月16日には空中写真

撮影を実施している。なお、 6月3・4日の両日に

は現場公開を実施し、約90名の参加をみた。
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第 1章 発掘調査および報告書作成の経緯と経過

(2)報告書作成の経過

平成22年7月から発掘調査担当者のうち 1名が岡山県古代吉備文化財センターにおいて報告書作成

のための整理作業を開始した。作業は出土遺物の洗浄および注記から開始し、その後、土器の復元・

実測・写真撮影を行った。遺物の実測作業は調査員の指示のもとで整理作業員が主に担当したが、浄

書はすべて調査員が担当した。遺物の内、炭化物については（株）パレオ・ラボに、石材については

岡山大学の鈴木茂之氏に分析・鑑定を依頼した。また、遺構の図面整理、下図の作成と浄書は調査員

が行い、遺構及び遺物の説明について調査担当者が執筆した。 （和田）

(3) 日誌抄

平成20年度

11月10日（月）確認調査開始

11月20日（木）確認調査終了

平成22年度

4月 1日（木）発掘調査準備

4月12日（月）調査機材搬入

4月13日（火）発掘調査開始

4月14日（水）測量用杭設置

4月23日（金） B区調査開始

5月27日（木） C区調査開始

6月3日（月） -4日（火）現場公開

6月16日（水）ラジコンヘリコプターによる空

中写真撮影

6月23日（水）現地調査終了

6月30日（水）発掘調査終了

7月 1日（火）報告書作成作業開始

8月2日（月）炭化物分析を（株）パレオ・ラ

ボに依頼

9月30日（木）報告書作成作業終了

表 1 文化財保護法に基づく提出書類一覧

埋蔵文化財確認調査の報告

,貫I!書番~I::~パ1種類および名称

岡吉調
1 I第71号

H20.ll.26 
周知 I

集落跡
山津田遺跡

埋蔵文化財発掘の通知（旧法第57条の3)

'ti! 書番〗 1 種類および名称

教文埋
1 I第907号

集落跡

Hl6.ll.9 
三須畠田遺跡ほか

埋蔵文化財発掘調査の報告（法第99条）

'貫I!書番~I::~パ1種類および名称

4号
H22.4.12 

周知 I
集落跡
山津田遺跡

埋蔵文化財発見の通知（法第100条第2項）

胃文書番号
物件名日付

教文埋
1 第1001号

1箱
H20 3 31 

教文埋 土器・陶器・磁器、石製
2 第374号 品、土製品等計整理箱

H22623 6箱

所在地 面積

(rrl) 
原因 I 己蔵地

の有無 執告者 I 担呈者

総社市上林8071ほか 19 
岡山県古代吉備

河川 有 文化財センター所長和田 剛
改修

藤川洋二

所在地 口~ I 目的 I 通知者 期間

総社市三須9662から 4 680 
上林421 ' 

河川 I岡山県備中県民局長
改修

Hl6.ll. 中旬

-Hl7.3.31 

所在地 I ~ 叫積 I 原因 I 執告者 担呈者

総社市上林8071ほか I1,000 
河川

岡山県古代吉備

改修
文化財センター所長小嶋善邦• 和田 剛
児仁井克一

I 期間

H201110 
-H201120 

勧告事項

工事立会

期間

H22.4.12 
-H22.6.30 

出土地 出土年月日 発見者 土地所有者 現保管場所

総社市上林8071ほか H201110 岡山県教育委員会
個人

岡山県古代吉備文化財
山津田遺跡 -H201120 教育長 門野八洲雄 センター

総社市上林8071ほか H22412 岡山県教育委員会 岡山県知事 岡山県古代吉備文化財
山津田遺跡 -H226.23 教育長 門野八洲雄 石井正弘 センター
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第 2章遺跡の位置と環境

第 2章 遺跡の位置と環境

今回調査対象となった山津田遺跡は総杜平野南部に広がる三須丘陵上に所在する。総杜平野は岡山

県南西部に位置し、その範囲は東西約 8km、南北約4.8kmに及ぶ。現在の行政区分で言えば総杜市

の東部（旧山手村、旧清音村を含む）から岡山市西部にまで広がっている。

総杜平野の北側には経山や鬼城山など、標高400m級の比較的急峻な山塊が横たわっており、これ

らは吉備高原の南縁にあたる。一方、平野南部は福山や仕手倉山など300-200m程度の山塊により倉

敷地域との境を画されている。これら山塊の大半は白亜紀の花岡岩とその風化土からなる。山津田遺

跡の所在する三須丘陵も同様の傾向にあるが、丘陵東側では閃緑岩も分布している。他には鬼城山近

辺で新生代の砂礫層、旧山手村の軽部山近辺で古生代の地層の存在が知られている。

これら山塊と丘陵に挟まれた総杜平野は、古高梁川の東分流と古足守川の沖積作用により形成され

たものである。古高梁川は現在の総杜市井尻野近辺で分岐していた。ここから東へと向ぎを変えつつ

総杜平野東半を網の目のように流れ、現在の岡山市北区三手近辺で古足守川と合流する。その後、南

へと向ぎを変え、その終着地である「吉備の穴の海」へと注いでいたと考えられている。現在の前川

はこうした古高梁川の一部であったと見られ、その流域には大小の自然堤防と、その後背湿地が形成

されていた。縄文時代後期以来の集落はこうした自然堤防上に形成され、その立地は現在でも農村集

落のそれに引ぎ継がれている。

一方、現在三須丘陵上やその西にある三輪山山麓、あるいは山裾に見られる段丘上には広葉樹と針

葉樹の混合林が広がっているほか、一部で果樹園や畑作地としての利用が見られる。しかし、かつて

はこうした丘陵上や段丘上にも居住地が広がり、多数の古墳が築かれていた。

この総杜平野に生ぎた人々の足跡は旧石器時代に遡り、宝福寺裏山遺跡では宮田山タイプに似たナ

イフ形石器が採集されている。続く縄文時代前半の遺跡としては、押形文土器の出土した長瀞遺跡や

長良山遺跡が知られている。しかし、その分布は散発的と言え、この地で定住したと考えられる状況

ではない。総杜平野での人々の活動が活発化するのは縄文時代後期からである。この時期には南溝手

遺跡出土の籾痕土器が示すように、生業変化の起こっていた可能性が高い。山津田遺跡近辺の井手見

延遺跡でも縄文時代晩期の遺物が出土しており、人々が平野部へ本格的な進出を果たしていた様子が

窺える。ところで、窪木遺跡や三輪• 三軒屋遺跡では朝鮮半島の影瞥を受けた丹塗磨研土器が出土し

ている。稲作の導入期にこうした遠隔地との交流を示す遺物の見られることは、当時の社会状況を考

える上で興味深い。

続く弥生時代前期～中期中葉にかけて、南溝手遺跡で集落の継続が認められる他、鎌戸原遺跡で前

期前半の土器、山津田遺跡では前期後半の竪穴住居が見つかっており、山裾や丘陵上への集落の展開

を確認でぎる。続く中期後半になると遺跡数が一挙に増加する。前述の南溝手遺跡でこの時期の集落

が知られる他、三須畠田遺跡や天満遺跡ではこの時期から集落形成が始まっている。続く後期になる

と真壁遺跡で遺構の数が急増することが知られており、拠点的な集落形成の進んでいたことがわかる。

こうした集落規模の拡大に合わせるようにして、丘陵上で墳墓が形成され始める。前山遺跡や鋳物師

谷遺跡で集団墓が営まれる他、宮山遺跡では特殊器台を伴う前方後円形の墳丘墓が出現する。一方、
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第 2章遺跡の位置と環境

山津田遺跡でも特殊器台が出土しており、近辺に同時期の墳墓の存在する可能性が高い。

古墳時代前期の古墳としては山津田遺跡の西にある三輪山丘陵上において、天望台古墳や三笠山古

墳などの前方後円墳の存在が知られている。これらは全長55-70mを測り、前期の前方後円墳として

は中形の部類に属する。これら前方後円墳の近辺には殿山・岩屋古墳群など古墳時代前期の小墳群が

展開しており、前方後円墳の被葬者がそれらを束ねるような位置にあることを指摘でぎる。一方、こ

の時期の集落としては井手天原遺跡や真壁遺跡、窪木遺跡が知られており、山津田遺跡でも前期初頭

の竪穴住居が見つかっている。ただ、その規模はいずれも 10軒未満であり、足守川流域の津寺遺跡で

見られるような、大規模な集住は見られない。

その後、古墳時代中期になると造山古墳に続いて作山古墳という吉備を代表する巨大な前方後円墳

が出現する。続いて小造山古墳や宿寺山古墳など全長100mを超す大形の前方後円墳が相次いで築か

れる。この時期には三須丘陵上でも法蓮古墳群や雲上山古墳群など、木棺直葬や箱式石棺を内部主体

とする小規模な古墳群が全面的に展開するようになる。ところで、造山古墳築造に並行する古墳時代

中期前半の集落としては高塚遺跡や窪木薬師遺跡が知られており、いずれも陶質土器• 初期須恵器が

出土している。総杜平野北の山裾にある奥ヶ谷窯跡は、この時期の初期須恵器窯として知られる。ま

た、高塚遺跡や法蓮37号墳では土師器の形態を呈しながら須恵質に焼かれた高杯、あるいは須恵器の

形態をとりながら焼成は土師質である甕など、いわゆる「模倣」土器が出現している。これらは筈窯

導入期において土師器・須恵器の製作・焼成技法が密接に影瞥し合う関係にあったことを示す。こう

した関係性成立の背景に、先述の大形前方後円墳群の築造のあったことは想像に難くない。

やがて古墳時代後期に入ると総杜平野での前方後円墳築造は下火となる。後期後半になると緑山古

墳群などで横穴式石室の本格的な採用が見られる。やがて吉備三大巨石墳の一つとして知られるこう

もり塚古墳と、それに続くとされる江崎古墳という 2基の前方後円墳が築かれるが、これらを最後に

前方後円墳の築造は終焉を迎える。この時期、吉備では鉄鉱石を材料とした製鉄が開始され、千引か

なくろ谷遺跡はその慮矢となるものである。また、窪木薬師遺跡は鍛冶専業の集落であるとされる。

律令制下の山津田遺跡は備中国窪屋郡御貴（三須）郷に含まれ、遺跡南側の平野には古代山陽道が

所在していたとされる。古代山陽道は備中国分寺と備中国分尼寺の南を東西へ走っていたと見られて

いるが、国道429号に伴う調査でもその位置は確認されていない。また、三須河原遺跡は「郡殿」の

墨書土器の存在から、 8世紀代の窪屋郡術に比定されている。その西側に隣接する三須廃寺はこれに

伴うものであると考えられている。平安時代には総杜平野南西部の福山山塊で福山寺や浅原寺などの

山上寺院が建立された。

続く鎌倉時代には「備中国賀陽郡服部郷図」が示すような土地所有関係の整理・統合が進んだもの

と見られる。三須今溝遺跡では現在も山津田遺跡近辺で見られる条里溝の起源が、この時期にまで遡

ることが確認されている。南北朝時代には福山城を巡る攻防戦により、福山寺や備中国分寺が灰儘に

帰した。室町時代に備中の守護となったのは幕府の管領を務めた細川氏であるが、実際に領国経営に

あたっていたのは幸山城に居を構える石川氏であった。応仁の乱を契機に細川氏の勢力が弱まると、

石川氏は新たに台頭した備中松山の三村氏傘下となった。しかし、三村氏は宇喜多氏との抗争に敗れ

てその勢力を失い、中国地方を統一した毛利氏により滅ばされる。その後、備中高松城を巡る攻防が

織田・羽柴（豊臣）氏優勢に終わり、結果として総杜平野は豊臣氏傘下である宇喜多氏の支配すると

ころとなった。近年の国道180号バイパス建設に伴い、備中高松城に籠城した有力国人である国府市
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こ集洛 /'" - ...... 
＿ノ

古墳群

~ ― 
〇弥生後期墳墓 ●古墳 回 寺 院 凹 幽城跡

1 山津田遺鉢 2 三賀今溝遣蔚 3 美濃巳堂跡 4 大満遭跡 5 三須中須賀還跡 6 三頁河I弄還応

7 三賃吊 EE還財 8 仁升中『後遺跡 9 井出王原• 金井戸王神遺跡 10 紛社遺跡 11 吉清手遺賄 12 窪六堂跡

13 大文字遺凹 14 窪文其胴遣的 E 上出見元遺箇 16 真壁遺跡 17 高塚遺跡 18 官口墳墓群

19 前且遺跡 20 王望に古墳 21 三笠に古墳 22 殿山古墳群 23 作山古墳 24 造山占墳

25 小造山古墳 26 宿寺山古墳 27 雲上山古墳群 28 法蓮古墳群 29 江崎古墳 30 知口古墳群

31 奥ヶ谷窯跡 32 備中国分寺跡 33 備中国分尼寺跡 34 三須廃寺 35 賀夜廃寺 36 領亡、原堂肘

37 長良山城跡 38 福山城跡 39 幸山城跡 40 浅原寺跡

第4図周辺遺跡分布図 (1/40,000)
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第 2章遺跡の位置と環境

正の居館と見られる遺構が調査されている。

関ヶ原の戦いを経て、宇喜多氏・毛利氏の除封の後、総杜平野は岡山藩・備中松山藩・足守藩• 岡

田藩• 浅尾藩・旗本領に細かく分割されて統治をうけた。この内、浅尾藩を舞台にして起ぎた長州第

二奇兵隊による焼ぎ討ち事件は、幕末期の争乱の一つとしてよく知られている。

廃藩置県とその後の行政区域の整理統合を経て、明治 8年には現在の岡山県が成立した。あわせて

山津田遺跡の所在する上林付近は岡山県窪屋群三須村となったが、明治33年には郡の再編に伴い都窪

郡に属することとなった。さらに昭和29年には吉備郡総杜町との合併の上、現在の総杜市へと編入さ

れた。現在、山津田遺跡近辺は吉備路風土記の丘県立自然公園の一部となり、県内外から多くの観光

客を受け入れる観光拠点となっている。また、遺跡近辺では農地の土地区画整理が迎み、岡山県を支

える穀倉地帯としての役割を担っている。 （和田）
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第 5図調査地近辺図 (1/10,000)
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第 1節調査区の概要

第 3章発掘調査の成果

第 1節調査区の概要

山津田遺跡は総杜市上林807-1ほかの標高20mほどの低丘陵、通称「坊主山」上に位置する。この

丘陵は岡山市北区新庄上から総杜市上林まで南北約 2km、東西約 3kmにわたって広がる三須丘陵の

南西端にあたる。本遺跡は昭和57年度に総杜市教育委員会により実施されたほ場整備に伴う発掘調査

成呆により、丘陵上に広がる弥生時代前期～古墳時代にかけての集落跡として周知されていた。

さて、今回の調査地は前川に沿って延びる南北約170m、東西約10m程の細長い範囲である。調査

地は北西と西へ延びる二つの丘陵およびそ

の間の谷・斜面からなっている。調査は農

道を挟んで延びる丘陵端部を A区、中央部

分の丘陵上から谷部にかけてを B区、西へ

延びる丘陵とそれを挟む斜面を C区として

迎めた（第 6・7図）。

調査地は調査前には雑木林であったが、

昭和50年代後半に行われたほ場整備以前は

畑作地として利用されていた。調査を迎め

ると、各地点において表土直下で耕作土が

確認され、耕作による開墾の範囲はB区お

よびC区丘陵上だけでなく、谷部まで広が

っていたことが明らかとなった（第 8図）。

一方、 A区はほ場整備による地形改変が

著しく、現代耕作土直下で花岡岩の岩盤に

達した。耕作土中からは近世～近現代の陶

磁器片がわずかに出土したのみであった。

また、この地点は昭和57年度に実施され

た調査地点の隣接地であるが、その際の検

出面と比べて1.5m以上地下げされていた。

これらを総合的に勘案して、遺跡はA区へ

は広がっていないと判断した。

B区は確認調査で遺構の見つかった地点

を含んでおり、 トレンチ調査でも遺物の出

土を見たことから遺跡の広がりを想定でぎ

た。調査を迎めると元地形が大ぎく改変さ

ふ

紐知励o

塁
sIIllxi

I――ー／＿―――――――--

第6図遺跡全体図 (1/1,500)
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第 3章発掘調査の成果

れているものの、調査区北側において柱穴のみが残存していた古墳時代前期の竪穴住居を 1軒、中央

付近で時期不詳の柱穴6基を検出した。一方、南側では重複した古墳時代前期と中期の竪穴住居、土

城 1基、柱穴4基を確認している。遺構は標高16-17m近辺

に集中する傾向にあり、それぞれ約 Sm程度離れてグループ

A区

も

い4燭0 ~// I 

を形成していた。

c区では丘陵の鞍部において時期不詳の土城 1基と溝 1条

を検出したのみであった。一方、北側の斜面では表土直下よ

り弥生時代中期～後期にかけての遺物が出土しており、南側
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第 3章 発掘調査の成果

第2節 遺構・遣物

ー 竪穴住居

竪穴住居 1 （第 9図、図版2)

B区丘陵上で検出された竪穴住居である。床面まで大ぎく削平されていたため、地山直上で柱穴と
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冒I
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(1 /60)・出土遺物 (1/3・1/4)
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第 2節遺構・遺物

土城等を検出でぎたにとどまる。全部で 8基の柱穴を検出しているが、 p1、P2あるいは P3、P

4、P5の4本から構成される 4本柱の住居であると考える。住居中央で中央土城であると考えられ

る深さ 12cmの浅い凹みを検出している。また、住居南側では深さ40cmを測る楕円形の土城を検出した

が、これは位置関係より住居に伴う方形土城である公算が大ぎい。この土城の埋土中より甕 1や砥石

S 1が出土したほか、径3cm程の円礫が散見された。住居床面の敷石であったものの一部が、埋没過

程において流入したものと見られる。住居の時期は出土遺物から古墳時代前期初頭である。 （和田）

竪穴住居 2 (第10図、第11図、図版3、写真 2)

B区南側の丘陵鞍部から斜面にかけて位置す

る、最大で長軸4.72mを測る方形の住居である。

南半分は竪穴住居3と重複している上、西半分を

流出しているため残存状況は悪かったが、壁際で

は深さ60cmを測った。床面には幅40-50cm、中

央部との比高 5-lOcmを測る高床部が見られ、高

床部の外周に沿って幅12cmほどの壁体溝を検出し

た。高床部と中央部境の溝は一部二重になってお

り、床面に 1回の改変がなされたと見られる。中

央部で 3基の柱穴を検出しているが、位置関係か 写真2 竪穴住居 2調査風景（北から）

P2で確

m 
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5 褐灰色 (lOYR5/l)砂質土 8 灰色 (5Y5/l)砂質土

6 灰白色 (lOYR6/l)砂質土

第10図竪穴住居 2 (1/30・1/60) 
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第 3章発掘調査の成果
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第11図 竪穴住居 2出土遺物 (1/ 4) 

認された柱痕跡は径18cmを測った。また、住居中央で楕円形の中央土城とその南東40cmの位置で径36

cmほどの焼土面を検出しており、どちらも炭層により覆われていた。焼土面の焼ぎしまりは甘く、表

面が赤く変色した程度であった。時期は出土遺物から古墳時代前期初頭である。

なお、中央土城を覆う炭層のCl4分析の結果、 1817士 16BPの暦年較正年代が得られた。 （和田）

竪穴住居 3 (第12図、第13図、図版3、図版4)

B区南側の地山直下において検出した、長軸5.66mを測る方形の住居である。同住居は竪穴住居2

と土城 1を切っている。西半分を流出しているものの東半分については残りがよく、海抜16.8mの検

出面からの深さは最大で約50cmを測る。竪穴住居2と重なる部分の床面が低くなっており、実線で示

した範囲内を 9層で盛ってかさ上げしている状況が見られた。床面では深さ28cmを測る中央穴と、そ

の中央穴を挟むように 2本の柱穴が検出された。柱間距離は2.lmを測った。なお、両者とも径18cm

程度の柱痕跡が見られた。また、住居の東壁際において、長軸79cm、短軸60cmを測る土城を検出して

いる。埋土中には炭や焼土が多数見られ、上層から甕17が出土している。一方、住居の壁際に沿って

壁体溝を検出している。壁体溝は地山に似た 7層により、壁際に向かってやや盛り上げられつつ埋没

していた。また、壁体溝の内部で住居壁に接するようにして堆積する幅5cmの褐色土層 (8層）を確

認している。この土層は壁際に接する検出状況や色調から、住居壁材の痕跡であると考えられた。な

お、壁材の単位、あるいは壁材を固定するための杭やその痕跡は見られなかった。

出土遺物は土師器の壺、甕、高杯や小形丸底壺など多種にわたる。このうち注目でぎるのは高杯38

である。これは高塚遺跡や菅生小学校裏山遺跡の出土例と同様、須恵器系の技術により製作された模

倣高杯である。出土遺物には古墳時代前期前半と中期のものが混在しているものの、前者の大半は埋

土上層からの出土であり、混入であると考える。よって、この住居の時期は古墳時代中期前半である。

なお、床面直上で検出した炭化材のCl4分析の結果、1770士 17BPの暦年較正年代が得られた。（和田）
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土堀 1 （第14図、図版4)

B区南側において、竪穴住届3に切 られる状況で検出された土城
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第 2節遺構・遺物

である。しまりの強い灰黄褐色土層で埋まっていた。この遺構の時期は、図示でぎなかったものの土

師器の小片が出土していることと、切り合い関係から古墳時代前半である。 （和田）

土堀2 (第15図、図版4)

c区の中央部、土塁状の高まり西端裾に位置している。この地点は現代の畑地により大規模に削平

を受けているため、検出された深さはわずか 7cmと非常に浅い。形態から土城墓の可能性も否定でぎ

ないが、性格は不明である。遺物は弥生土器小片が出土している。 （小嶋）

3 溝

溝 1(第16図、図版4)

c区の丘陵鞍部から斜面地への傾斜変換点付近で検出

された、東西方向に掘削されている溝である。溝底には

東から西へと下がる 3段の階段状のテラス面と、流水に

起因すると思われる挟れが検出された。溝底東端と西端

の比高差は約60cmである。遺物が出土していないため、

16.2m 

1 にぶい黄褐色

(lOYRS/3)土

0 50cm 一第16図溝1(1/30) 

時期は不明である。

4 fil含層•その他の遺物

（小嶋）

調査区の各地点から遺構に伴わない状況で各種遺物が出土している。特に第17図に示した弥生土器

の量が多く、その時期は弥生時代中期末～後期末に及ぶ。甕52や高杯60、61など中期末と考えられる

遺物群はC区北側の丘陵斜面で多く出土する傾向にあった。第18図に図示したのは特殊器台片である。
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第18図 包含層•その他の遺物② (1 / 4) 

小片が多いものの、形態や器壁の厚さなどから65-67は口縁部、 68-72が間帯、 73-77までが文様

帯であると見られる。口縁、間帯の外面には平行沈線が描かれ、内面には横方向のケズリの痕跡が見

られる。また、文様帯には斜め方向の沈線の描かれたものと、 S字形連続渦文の一部と見られるもの、

平行沈線を描くものの 3者が見られる。 S字形連続渦文の内部は斜め方向沈線が描かれ、渦文内部が

沈線により分割されている。こうした文様構成は新見市西江遺跡出土例に近い。その他の遺物として、

円筒埴輪片84や須恵器杯身86、A区出土の陶磁器片、石器では石鏃S2や石斧S3がある。 （和田）
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第4章 まとめ

今回の山津田遺跡の調査では主に古墳時代前半を中心とする集落の広がりが明らかとなった。

では総杜市教育委員会調査分 (1) を合わせて、山津田遺跡全体の遺構変遷について概述する。

弥生時代

、-'-,..
し一し一

今回の調査地点には弥生時代の遺構は存在しない。一方、総杜市教育委員会の調査した遺跡北西側

では弥生時代前期後葉と後期後葉の住居がそれぞれ 1軒ずつ検出されている。ところで、竪穴住居3

の埋土中より出土した特殊器台の文様構成は宇垣匡雅の言う向木見II型 (2) にあたると考える。こう

した評価は先の総杜市教育委員会による調査で出土した資料の評価を追認するものである。ただし、

いずれも細片であることや時期の大ぎく異なる遺構の埋土中から出土したことから、ある程度の距離

を転落してぎたものと考える。これらから丘陵頂部付近に後期末葉の墳墓の存在する可能性が高いと

言える。

古墳時代前期

今回の調査では古墳時代前期の竪穴住居を 2軒検出している。総杜市教育委員会の調査でも竪穴住

居 2軒、および段状遺構がこの時期とされ、この時期が山津田遺跡の最盛期であったと考える。さて、

今回調査した竪穴住居2から出土した高杯や甕、鉢などはその特徴から高橋護のX-a期 (3)、または下

田所式 (4) に該当する。一方、総杜市教育委員会により調査された 2軒の竪穴住居と段状遺構から出

土した土師器は、その特徴から下田所式に比定されている。しかし、改めてその内容を検討すると、

高杯脚部や小形丸底壺の形態から下田所式よりもやや新しく位置づけられる資料が散見される。よっ

て、これら住居群が一時期に集落を形成したわけではなく、数軒の住居が場所を変えながら営まれて

いたと考えるのが妥当である。また、調査範囲内には古墳時代前期末に比定される遺構は存在せず、

集落は縮小傾向にあったことを指摘でぎる。

ところで、この遺跡から前川・足守川を約6.5km下った地点に位置する津寺遺跡は、この時期の大

規模拠点集落として知られている。そこから足守川、前川に沿うように展開する三須畠田遺跡や井手

天原遺跡でも小規模ながら同時期の集落が見つかっている。そして、いずれの遺跡の竪穴住居数も古

墳時代前期前半にピークを迎えた後、その後に減少傾向へ転じたことがわかっている。今回の調査成

果より、山津田遺跡も同様の傾向にあることがわかった。これらから、前川・足守川流域の集落群が

その規模に関係なく消長を同じくしていることがわかり、集落群の有機的な結びつぎを想定でぎる。

古墳時代中期

古墳時代中期に該当する遺構は今回調査した竪穴住居3のみで、集落は前期から引ぎ続いて縮小傾

向にある。この住居の時期は透孔のない脚裾が低平になった高杯脚や、大形で深い杯部を持つ高杯

27、初期須恵器模倣高杯38、口縁部の退化した小形丸底壺40などから高橋護の12-a期、高塚遺跡の I

a-皿類 (5) の時期、須恵器で言えばおおむねTK73型式 (6) に併行するものと考える。特に初期須

恵器模倣高杯の出土ば注目でぎ、山津田遺跡近辺では法蓮37号墳で須恵器• 土師器の両技法で製作さ

れた高杯の出土したことが知られている。こうした特徴的な土器群について、その分布や特徴から中

野雅美は造山・作山古墳周辺での生産を指摘している (7)。また、高塚遺跡ではこの時期にカマドを
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有し、平面長方形の特徴的な住居が出現しており、渡来系集団との関わりが指摘されている。一方、

今回検出した住居は前期以来の方形土城を伴う在地的なものである。山津田遺跡のような在地的集団

においても、 こうした初期須恵器模倣高杯を入手している点は重要であり、その背景に造山・作山古

墳の築造を契機とした、出自の異なる集団を図摂する原理の出現を読み取ることがでぎるのではない

この竪穴住居 3を最後にして、山津田遺跡は居住地としては放棄されたようであかと考える。なお、

る。 これは、真向かいの作山古墳の築造とその後の政治情勢に関連すると思われるが、時期的な間題

を含め詳細は検討課題である。

このまとめの作成にあたり、資料実見について総杜市教育委員会の村上幸雄• 平井典子の両氏より

格別の配慮を得た。記して感謝いたします。 （和田）
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表2 竪穴住居一覧表

遺構名 旧遺構名 平面形 長軸 短軸 床面積
柱穴（本）

中央穴 (cm) 方形土浪 (cm) 焼土 忘床
時期(cm) (cm) (rrlり 形状 長x短 深さ 長x短 深さ 面 郎

竪穴住居 l No.l竪穴住居 4 長方形 54X4Q 10 9()X56 35 古墳前期

竪穴住居2 No.2A竪穴住居 方 472 (270) (106) 3/推定4 楕円 (42) X 36 6 

゜゚ ゜
古墳前期

竪穴住居3 No.2B竪穴住居 方 566 (246) (116) 2 〈50〉x 〈44〉 28 79X6Q 18 

゜
古墳中期

表3 土堀一覧表

遺構名 旧遺構名 平面形 断面形 長軸 (cm) 短軸 (cm) 深さ (cm) 底面海抜 1 時期 I 
忘 (m)

備 考

土渡 l No.3土渡 椀形 (85) (56) 19 1664 I 古墳

土渡2 No.4土渡 長方形 舟形 249 71 7 17 51 

表4 溝一覧表

遺構名 旧遺構名 断面形 上端幅 (cm) 底面幅 (cm) 深さ (cm) 時期 備 考

溝 l No譴 逆台形 70 37 38 底面階段状

表5 土器一覧表

I 
掲載 出土 出土 計測値cm

番号 地区 遺構
土層 種別 器種

口径 底径 器点
胎土 焼成 状 荘C ヽ 形態手法の特徴など

1 B区 竪穴住居 l 土渡内 土師器 甕 13.8 (3.2) 密 良好 口縁蔀1/4弱 内ナデ、ヘラケズ') 外ナデ、櫛描沈線

2 B区 竪穴住居 l 土渡内 土師器 甕 (2.9) 良好 口縁蔀1/6 内外 之波

3 B区 竪穴住居 l 土渡内 土師器 鉢 4.4 (5.3) 密 良好 底部4/5強～胴部 内ナデorヘラミガキ？ 外 ナ デ ？

4 B区 竪穴住居2 土師器 宰~ (12) 精良 良好 口縁音藷破片 内外ナデ

5 B区 竪穴住居2 下層 土師器 甕 (15) 密 良好 口縁部破片 内ナデ外ナデ、櫛描沈線4条

6 B区 竪穴住居2 下層 土師器 甕 14.4 (3.3) 密 良好 口縁郎3/4 内ナデ外ナデ、櫛描文7条、黒斑

7 B区 竪穴住居2 上層 土師器 甕 12.6 (15) 粗 良好 口縁部1/6 内 ナ デ ？ 外 ナ デ ？

8 B区 竪穴住居2 床面 土師器 甕 3.6 (10.8) 良好 底体部 内ヘラケズ') 外 ナ デorハケメ？、黒斑

， B区 竪穴住居2 土師器 甕 14.4 (9.5) 粗 良好 口縁蔀1/6-胴部1/4 内ナデ入ヘラケズ') 外煤付着

10 B区 竪穴住居2 上層 土師器 忘杯 (8.6) 良好 脚柱部のみ 内ナデ？外 よ域

11 B区 竪穴住居2 上層 土師器 忘杯 13.4 (6.6) 粗 良好 脚蔀 内 シボり、ヘラケズり？

12 B区 竪穴住居2 上層 土師器 忘杯 (6.8) 良好 杯部～脚部 内ナデ？外ハケメ穿孔2個残

13 B区 竪穴住居2 床面直上 土師器 忘杯 (3.2) 密 良好 脚柱郎 内ナデ外ナデ？穿孔2個残

14 B区 竪穴住居2 土師器 鉢 (2.9) 良好 口縁蔀付近2破片 内外 之波

15 B区 竪穴住居2 床面 土師器 鉢 (13.7) 2.8 5.0 粗 良好 口縁蔀～底蔀1/4 内外之波

16 B区 竪穴住居3 土師器 宰~ (15.9) (6.8) 良好 口縁蔀1/8 内ナデ？、ナデ指オサエ？ 外 ナ デ ？

17 B区 竪穴住居3 土渡内 土師器 甕 14.5 24.0 良好 口縁蔀5/6 肩部1/2 内ナデ、ヘラケズり、指オサエ外黒斑

18 B区 竪穴住居3 土師器 甕 (14.8) (2.6) 良好 口縁郎1/6弱 内外剥落

19 B区 竪穴住居3 土師器 甕 (16.7) (3.1) 密 良好 口縁蔀1/8 内外ナデ、剥落

20 B区 竪穴住居3 土師器 甕 (2.2) 密 良好 口縁郎1/10 内外ナデ

21 B区 竪穴住居3 検出 土師器 甕 (4.6) 良好 口縁蔀1/6弱 内ナデ、横方向ヘラケズ') 外 ナ デ

22 B区 竪穴住居3 検出 土師器 甕 (4.3) 良好 頸部1/4 内外 之波

23 B区 竪穴住居3 検出 土師器 甕 (13.6) (3.7) 密 良好 口縁蔀1/6弱 内ナデ、ナデ、ヘラケズり？ 外 ナ デ

24 B区 竪穴住居3 土師器 甕 (2.2) 密 口縁蔀1/6 内ヘラケズり？ 外ナデ、沈線4-5条

25 B区 竪穴住居3 検出 土師器 宰~ (15.4) (4.0) 良好 口縁郎1/8以下 内ナデ外ヘラミガキ、突帯上に刻目

26 B区 竪穴住居3 土師器 甕 (2.0) 良好 口縁蔀破片 内外ナデ

27 B区 竪穴住居3 l層 土師器 忘杯 26.8 (8.2) 良好 杯郎1/4 内ナデ、指オサエ外ナデ、剥落

28 B区 竪穴住居3 3層 土師器 忘杯 (4.4) 精良 良好 口縁蔀破片 内外 之波

29 B区 竪穴住居3 土師器 忘杯 (5.2) 良好 口縁部～体蔀1/6 内外ミガキ

30 B区 竪穴住居3 床面直上 土師器 忘杯 (3.1) 粗 良好 底部～脚柱部 内外ナデ

31 B区 竪穴住居3 検出 土師器 忘杯 (4.0) 良好 底体部～脚柱部 内ナデ外工具ナデ

32 B区 竪穴住居3 床面直上 土師器 忘杯 (3.5) 粗 良好 体部4/5 内 オサエ後ナデタトナデ

33 B区 竪穴住居3 土師器 忘杯 (2.9) 良好 体部4/5 内外剥落

34 B区 竪穴住居3 土師器 忘杯 (15) 良好 杯郎3/4 内外剥落

35 B区 竪穴住居3 土師器 忘杯 (4.2) 粗 良好 脚柱部 内シボり、ハケメ 外ハケメ、ナデ

36 B区 竪穴住居3 土師器 忘杯 〈13.6〉〈4.0〉 密 良好 脚部1/6 内工具ナデ？ 外 ナ デ ？

37 B区 竪穴住居3 土師器 忘杯 119 (6.1) 粗 良好 脚部1/6 内ヘラケズり？ 外 ナ デorヘラミガキ
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掲載 出土 出土
土層 種別 器種

計測値cm
胎土 焼成 状 岱Cせヽ 形態手法の特徴など

番号 地区 遺構 口径 底径 器点

38 B区 竪穴住居3 土師器 忘杯 (6.8) 良好 脚郎（裾郎欠損） 内ナデ？、エ具痕外回転ナデ

39 B区 竪穴住居3 上層 土師器 鉢 (5.2) 良好 口縁蔀破片 内外ナデ？

40 B区 竪穴住居3 土師器 小型丸底壺 9.5 11.0 良好 口縁蔀～胴部2/3 内ナデ、オサエ外ナデ、煤付着

41 B区 竪穴住居3 検出 土師器 小型丸底壺 (5.1) 粗 良好 ！同音〖1/4 内外指オサエナデ

42 B区 竪穴住居3 床面直上 土師器 小型丸底壺 (6.6) 良好 胴部のみ 内外指オサエナデ

43 B区 竪穴住居3 土師器 手捏土器 6.2 (3.6) 良好 胴郎1/3 底郎1/3 内外指オサエナデ

44 B区 竪穴住居3 上層 土師器 手捏土器 1.6 (4.6) 密 良好 全体の1/3弱 内外指オサエナデ

45 B区 包含層その他 弥生土器 宰~ (4.6) 粗 良好 口縁音藷破片 内外ナデ、ナデ

46 B区 包含層その他 弥生土器 宰~ (2.2) 粗 良好 口縁音藷破片 内外ナデ？

47 B区 包含層その他 弥生土器 宰~ (7.0) 良好 頸部1/5 内ハケメ、剥落外剥落

48 C区 包含層その他 弥生土器 甕 (14.0) (19) 密 良好 口縁蔀1/10 内ナデ外ナデ、凹線3条

49 B区 包含層その他 弥生土器 甕 (17.0) (2.4) 密 良好 口縁部1/10以下 内ナデ、ナデタトナデ、凹線

50 C区 包含層その他 弥生土器 甕 (11.6) (2.2) 粗 良好 口縁郎1/6 内 外 不 明 瞭

51 B区 包含層その他 弥生土器 甕 (3.7) 良好 口縁1/7-肩蔀1/9 内ナデ、ヘラケズり？ 外ナデ、沈線

52 C区 包含層その他 弥生土器 甕 (19) 密 良好 口縁音藷破片 内外ナデ？

53 B区 包含層その他 弥生土器 甕 (19) 良好 口縁部破片 内ナデ外ナデ、凹線4条？

54 B区 包含層その他 弥生土器 甕 (3.6) 良好 口縁部破片 内ナデ、ヘラケズり？ 外 ナ デ

55 B区 包含層その他 弥生土器 甕 (4.8) 粗 良好 口縁蔀破片 内外ナデ

56 B区 包含層その他 弥生土器 甕 (5.3) 良好 頸部～肩部破片 内外 之波

57 C区 包含層その他 弥生土器 甕 8.0 (3.1) 良好 底径郎1/4 内ヘラケズり？ 外ヘラミガキ？

58 B区 包含層その他 弥生土器 宰~ 5.0 (3.2) 密 良好 底部1/6弱 内剥落外ヘラミガキ？

59 B区 包含層その他 弥生土器 甕 3.2 (2.5) 粗 良好 底蔀のみ 内ナデ外ナデ

60 C区 包含層その他 弥生土器 忘杯 (21.4) (3.1) 密 良好 口縁蔀1/6弱 内外ナデ、ナデ？

61 C区 包含層その他 弥生土器 忘杯 〈14.0〉〈4.1〉 密 良好 脚裾蔀1/8 内工具ナデ外沈浪5条穿孔1個残

62 C区 包含層その他 弥生土器 忘杯 (2.1) 密 良好 脚裾蔀破片 内ナデ外ナデ、黒斑

63 C区 包含層その他 弥生土器 忘杯 12.8 (4.1) 精良 良好 脚柱蔀と脚裾部1/4 内ナデ、ミガキ？ 外ナデ、ミガキ？

64 B区 包含層その他 弥生土器 鉢 (4.4) 良好 口縁郎付近破片 内 ナ デ ？ 外 ナ デ ？

65 B区 包含層その他 弥生土器 特殊器台 密 良好 口縁の一部の破片 内剥落外ナデ→沈線→丹塗り

66 B区 包含層その他 弥生土器 特殊器台 密 良好 破片（口縁の一郎？） 内ナデ→丹塗り外ナデ→沈線→丹塗り

67 B区 包含層その他 弥生土器 特殊器台 密 良好 破片 内ヘラケズ') 外ナデ、櫛描文→丹塗り

68 C区 包含層その他 弥生土器 特殊器台 良好 破片 内ナデ？ 外ナデ後沈線後丹塗り

69 B区 包含層その他 弥生土器 特殊器台 密 良好 破片 内ナデ→丹塗り 外ナデ→沈線→丹塗り

70 B区 包含層その他 弥生土器 特殊器台 密 良好 破片 内ナデ？ 外ナデ→沈線→丹塗り

71 B区 包含層その他 弥生土器 特殊器台 密 良好 破片 内剥落外ナデ→沈線→丹塗り

72 B区 包含層その他 弥生土器 特殊器台 密 良好 破片 内ナデ？ 外ナデ→沈線→丹塗り

73 B区 包含層その他 弥生土器 特殊器台 密 良好 タガの一郎？ 内ナデ？ 外ナデ→丹塗り、櫛描文

74 B区 包含層その他 弥生土器 特殊器台 密 良好 破片 内ハケメ外ナデ→櫛描文→丹塗り

75 B区 包含層その他 弥生土器 特殊器台 密 良好 破片 内不明瞭外ナデ→櫛描文→丹塗り

76 B区 包含層その他 弥生土器 特殊器台 密 良好 破片 内ナデ？外ナデ→櫛描文

77 B区 包含層その他 弥生土器 特殊器台 密 良好 破片 内ナデ？ 外ナデ→櫛描文→丹塗り

78 B区 包含層その他 土師器 宰~ 粗 良好 口縁蔀破片 内ナデ外ナデ、エ具当たり痕

79 B区 包含層その他 土師器 甕 (2.7) 良好 口縁蔀1/8以下 内外剥落

80 B区 包含層その他 土師器 甕 (15.6) (4.1) 良好 口縁郎1/6弱 内ヘラケズり？、不明瞭外不明瞭

81 B区 包含層その他 土師器 甕 (4.0) 良好 肩部破片 内ナデ？オサエナデ外ナデ、ハケメ

82 B区 包含層その他 土師器 甕 (3.4) 粗 良好 口縁音藷破片 内外ナデ

83 B区 包含層その他 土師器 甕 (3.1) 密 良好 口縁部破片 内 外 不 明 瞭

84 C区 包含層その他 埴輪 円筒埴輪 (2.5) 粗 良好 タガ部分破片 内ナデ？外突帯

85 B区 包含層その他 須恵器 杯身 (16) 密 良好 たちあがり 内外ナデ

86 B区 包含層その他 須恵器 杯身 10.5 (3.4) 密 良好 口縁～底体蔀1/4 内ナデ外ナデ、ヘラオコシ？

87 A区 包含層その他 陶器（唐津） 椀 堅緻 口縁音藷破片 内外施釉

88 A区 包含層その他 陶器（唐津） 片口鉢 (2.8) 堅緻 口縁蔀破片 内外施釉

89 A区 包含層その他 染付磁器 椀 3.8 (2.0) 堅緻 見込み～点台蔀分1/6内外施釉

表6 石製品一覧表

掲載 掲載 出土 出土 出土
器種

言十凋肘直 (mm) 重号
石 材 時期 備 考

番号 図面 地区 遺構 層位 畏大長 荒大幅 畏大厚 (g) 

Sl 第9図 B区 竪穴住居 l 土渡内 砥石 1070 760 580 3586 流紋岩 古墳前期

S2 第19図 B区 包含層その他 石鏃 240 190 48 1.45 サヌカイト 弥生 I完形

S3 第19図 C区 包含層その他 磨製石斧の一部 425 590 365 1509 安山岩 弥生
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図版 1

1 調査区全景（北西から）

2 調査地近景（南西から）



図版2

1 B区全景（南から）

2 竪穴住居 1 (北から）



図版3

1 竪穴住居 2・3(南東から）

2 竪穴住居2 (西から） 3 竪穴住居 3(西から）

4 竪穴住居 3 壁材痕跡① （西から） 5 竪穴住居3 壁材痕跡② （北西から）



図版4

1 竪穴住居 3 土堀（南から） 2 土堀 1 (東から）

3 C区中央付近完掘（北から）

4 土堀2 (南東から） 5 溝 1 (北東から）



図版5
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竪穴住居 2 出土土器 (6~11)

• 竪穴住居 3 出土土器 (17~42)
42 



図版6
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74のS字形連続渦文
S1 S2 

竪穴住居1出土遺物 (1、S1)・竪穴住居3出土土器 (19、 25) ・包含層•その他の出土遺物 (65~77、 S2)
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